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東亞合成大分工場
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大分の紹介

大分県の人口 約１１４万人

高度成長期に大分市が新産業都市の指定を受けて大分臨
海工業地帯が形成された。また、大分市周辺には電子工業関
連の工場があり、県北部では、隣接する福岡県東部とともに、
自動車関連企業が集積している。このため、全国平均に比べ
第二次産業の占める割合が高い。そのうち、第一次産業は2%、
第二次産業は29%、第三次産業は68%となっている。

また、大分県の自然エネルギー自給率は、30%で全国一高
い。これは、別府をはじめ自然からの熱源が多く、県内に3か
所の商用地熱発電所を立地するなど、地熱利用が進んでいる
ためである。
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大分の紹介

大分市 人口 約４８万人
大分という地名の由来は、豊後国風土記におい
て、広々とした美田、碩田（おおきた）と名付けら
れ、後に「大分」と書かれるようになったのが始め
とされている。
中世・戦国時代には、大友宗麟の下に隆盛を極
め、最盛期には北部九州の大半を支配下に治め
て、世界にも知られた全国有数の貿易都市が形
成された。その後、大友氏は島津氏との抗争に敗
れて衰退し、江戸時代には小藩分立の中、大きな
都市は形成されなかったものの、各地に特色の
ある文化が生まれた。
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大分の紹介

大分県大分市

日本製鉄

住友化学

旭化成

三井造船

キャノン

ＥＮＥＯＳ

大分石油化学
コンビナート



大分工場の紹介

東亞合成大分工場
5万5千m2/144万m2



大分工場の概要

〔沿 革〕 1983年10月11日 大分ケミカル(株)設立

1983年12月16日、日昭化薬株式会社大分工場の資産を継承。昭和電工株式

会社のプロピレンを主原料に、1984年1月以降アクロレイン並びに粗アクリル

酸・精製アクリル酸の生産を開始。2004年1月以降、アクロレインを主原料

としMMP(メチルメルカプトプロピオンアルデヒド)を生産。

2021年1月1日 大分ケミカル(株)解散、東亞合成(株)大分工場
となる。

〔設備能力〕 アクリル酸 １４万トン(年間)

〔土 地〕 工場用地 ５５千㎡

〔製造品目〕 アクロレイン、粗アクリル酸、精製アクリル酸、MMP

〔所在地〕 大分県大分市大字中ノ洲2番地 大分石油化学コンビナート内



大分工場製造フロー

【主な用途】

プロピレン
C3H6

硫化水素 H2S

アクロレイン
CH2-CH-CHO

アクリル酸

CH2-CH-COOH

ＭＭＰ
ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾄ

ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

粘着剤、塗料
光硬化樹脂
吸水性樹脂

飼料添加物
メチオニン

メタノール
CH3OH
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東亞合成大分工場


